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福岡県嘉麻市　タブレット端末導入について
平成26年11月５日

▲担当者の説明を聞く委員

か 　 ま

　臭気については、し尿等を搬入する受入室に前室を設け、さらに施設内を負圧して臭気が外にでな
いように対策が講じられていた。また、集中監視システムにて自動制御され、効率的な管理がなされ
た施設であった。延命化対策を計画的に行うことが今後の課題とのことであった。

　本委員会（濱洲大心委員長ほか７人）では、本市が新たに建設を予定している汚泥再生処理施設と
同規模の施設を有する西海市において、建設後の維持・管理コストや臭気対策等について調査した。

　本委員会（池田裕之委員長ほか４人）
では、導入を検討しているタブレット端
末について、先進地である嘉麻市議会
の運用状況や活用範囲等を調査した。

　同市議会は、本会議などで配布している議案
や参考資料などをデータ化し配布することによ
り、ペーパーレス化と事務の効率化を図るため、
平成26年９月定例会からタブレット67台を導
入。タブレットは、議員、幹部職員、議会事務
局などに貸与され、今年度中はペーパー資料と
タブレットを並行運用し、平成27年度から本
格的に運用を開始予定としている。

議会改革調査特別委員会の視察報告

　導入効果として、紙で資料を配布することが
なくなるため、紙の量を減らすことや配布の手
間（郵送代）が不要になることでコストダウン
が見込まれることに加え、資料の更新、差し替
えが瞬時に行えるなどメリットも大きい。また、
議員同士の連絡、議会事務局や行政からの連絡
が効率的に行えるなどの効果が期待できるとの
ことであった。
　導入経費として、
通信費やクラウド使
用料が必要になると
のことであった。

廃棄物処理施設建設に関する特別委員会の視察報告

嘉麻市は、福岡県のほぼ中央に位置し、平
成18年３月に１市３町（山田市・碓井
町・稲築町・嘉穂町）が合併して誕生。
人口は約４万1,000人。議員定数は22人。

長崎県西海市　汚泥再生処理センターについて
平成26年11月７日

さいかい

西海市は、平成19年４月に５町（西彼
町・西海町・大島町・崎戸町・大瀬戸町）
が合併して誕生。
人口は約３万人。議員定数は20人。

●施設概要
全体事業費
年間の維持管理コスト
処理方式

面　　積

22億6,800万円
6,350万円（平成25年度）
水処理（高負荷脱窒素処理方式＋高度処理）で、高
度処理した水は海へ放流。水の他に発生する汚泥
物は脱水乾燥し資源化（助燃剤及び炭化物資源化）
敷地面積：8,573㎡　
建築面積：1,579㎡
延床面積：2,734㎡
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〔前列左から〕
委員長  濱洲大心・副委員長  益田政昭

〔後列左から〕
委員 平山泰司・船辺　修・蓮池良正・
　　　宮下幸一郎・中尾友二・柴田　誠

天草市議会広報広聴委員会

平成26年第６回定例会会期日程
12月２日　本会議／開会、市長提出議案の上程及び説明
12月５日　本会議／市長提出議案の質疑及び委員会付託
12月10日　本会議／一般質問
12月11日　本会議／一般質問
12月12日　本会議／一般質問
12月15日　市民生活委員会・建設経済委員会
12月16日　総務政策委員会・教育厚生委員会
12月19日　本会議／委員長報告・質疑・討論・採決、閉会

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

天草市女性消防隊
（1月18日　消防出初式にて）
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ア　マ　　ビ　ズ

　この基金は、本市の産業振興及び雇用拡大を目
指し、起業・創業や事業拡大に取り組む事業者に対
して支援するために設置するもので、次の10の補助
事業を検討中です（当基金に係る委員会質疑内容
等は、Ｐ6の委員会報告をご覧下さい）。

　市では、平成27年４月に「天草市起業創業・
中小企業支援センター（Ama-Biz）」を設置する
予定としております。
　ここでは、今定例会で創設された「天草市産業
振興チャレンジ基金」の概要や設置予定の支援セ
ンターのイメージ図等についてお知らせします。

起業にチャレンジする人を支援！

相談者と同じ目線で一緒になって挑戦する！

中小企業者の売り上げアップを支援！

①起業・創業相談受付
②起業・創業に関する具体的な提案
③起業・創業塾「天草宝島起業塾」の開講
④ステップアップセミナー等の開催による
　 起業・創業後のフォロー

①相談者の各支援機関へのコーディネート
②各種セミナー・講演会等の開催
③販路開拓と販路開拓支援
④海外展開支援
⑤起業・経営に役立つ情報発信
⑥目標達成のための支援・援助
⑦各支援機関との連携強化による相談者への支援充実

①アドバイスではなく、解決策を提案
　問題点指摘ではなく、企業の強みを伸ばす具体的な提案！
②ワンストップ・コンサルティング
　幅広い相談に対応！
③継続的なフォロー
　成果を出すために一緒に走りながらの支援！

具体的な支援内容

具体的な支援内容

具体的な支援内容
①経営相談受付
②売上アップにかかる具体的な提案
③企業ネットワークの構築
④中小企業同士のマッチングの場の創出

強み
創造型の
ビジネス
サポート

サポートする
スタッフ

★センター長　 １名
☆副センター長 １名　
☆センター員　 １名
☆事務職員　　１名

地元支援
スタッフ

センター長の求
めに対し、情報
提供や課題解決
策などを提案。

事業連携・マッチング

第２の創業

他産業・業者との
マッチング

やる気を
起こす！

セールス
ポイントの
気づき！

『やる気』を
具体的な姿に！

アクションを
応援！

・熊本県起業家支援センター
・くまもと産業支援財団
・日本政策金融公庫　　等

（一社）天草市起業創業・中小企業支援機構

事務局

本渡・牛深商工会議所
天草市商工会

天草市 天草
信用金庫

富士市産業
支援センター

f-Biz
京都大学

相談・支援 連携 設置

中小企業者起業家

【 【【 【

◆天草市起業創業・中小企業支援センター（Ama-Biz）のイメージ図
ア　マ　　ビ　ズ
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平成26年第６回天草市議会（定例会）議案一覧

　当支援センターのセンター長選定にかかる二次審査（面
接審査）が去る１月９日に実施され、全国から集まった
101人の応募の中から一次審査（書類審査）を通過した
５名のうち、右記の者を採用することが決定しました。

●起業創業資金支援事業　
●起業創業資金融資利子補給支援事業
●移住者起業支援事業　
●天草出身者等起業家移住支援事業
●加工場等改修費等補助事業　
●家内企業等雇用拡大補助金
●天草市U・Iターン者マッチング事業　 　
●天草市起業創業・中小企業支援機構委託費
●商品開発等支援事業（既存事業）　　　
●６次産業化推進整備事業（既存事業）

起業・創業や
中小企業を
応援します！！

◆７億円の産業振興
　　チャレンジ基金を創設！！

野間英樹（のま  ひでき）氏 38歳  東京都在住
※東京大学在中にＩＣＴ関連の会社設立。
2007年には事業コンサルティングを行う会社
も設立。さらに、地域活性化・地域振興関連事
業を手掛けるなど、幅広く活動している。

当
基
金
の
活
用
が

　
　検
討
さ
れ
て
い
る
事
業

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先委員会 議決の結果

議第 160 号 専決処分事項の承認について（平成26年度天草市一般会計補正予算（第５号））
（9 月 4 日の落雷により使用不能となった河浦支所管内防災放送設備改修の予算措置） 付託省略 承　　認

議第 161 号 専決処分事項の承認について（平成26年度天草市一般会計補正予算（第６号））
（12月14日に執行の衆議院議員総選挙に係る経費の予算措置） 付託省略 承　　認

議第 162 号
天草市議会議員に対する議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて（本年度の国の人事院勧告を参考に、議員報酬、市長、副市長、教育長及び病院事業管理者の
給与等を改定するため、条例を改正するもの）

総務政策 原案可決

議第 163 号 天草市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について（本年度の国の人事院勧告及
び県の人事委員会勧告を参考に、職員の給与を改定するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 164 号 天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について（非常勤
職員の名称、報酬を一部変更するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 165 号 天草市出張所設置条例の一部を改正する条例の制定について（新合出張所の位置を旧新合小学校へ
変更するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 166 号 天草市体育館条例及び天草市運動広場条例の一部を改正する条例の制定について（富津体育館の位
置を旧富津小学校体育館へ変更し、富津運動場夜間照明施設を撤去するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 167 号 天草市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について（子ども・子育て支援新制度が施行され
ることに伴い、保育を行う基準を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第 168 号 天草市保育所における保育に関する条例を廃止する条例の制定について（保育の必要性の認定に関
しては、保育所条例及び関係規則に規定するため、条例を廃止するもの） 教育厚生 原案可決

議第 169 号 天草市児童館条例の一部を改正する条例の制定について（宮地岳児童館の廃止に伴い、条例を改正
するもの） 教育厚生 原案可決

議第 170 号 天草市地区コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について（コミュニティセンタ
ー 3 施設について、位置の変更または使用料等を設定するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 171 号 天草市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について（産科医療補償制度の見直しによる
健康保険法施行令の改正に伴い、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第 172 号 天草市産業振興チャレンジ基金条例の制定について（起業・創業、事業拡大等に取組む者を支援す
る基金を創設するため、条例を制定するもの） 建設経済 原案可決

議第 173 号 工事請負契約の締結について（本郷地区漁業集落排水処理施設機械電気設備改修工事請負契約の締
結について、予定価格が 1 億 5 千万円以上となるため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第 174 号 工事施行協定の変更について（平成 25 年 12 月議会で締結した本渡浄化センター建設工事の協定内
容を変更するため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第 175 号 指定管理者の指定について（天草市営天草本渡斎場の指定管理者の更新を行うため、議会の議決を
求めるもの） 市民生活 原案可決

議第 176 号 財産の取得について（市内小学校の教師用指導書及び指導用教材の取得について、予定価格が 2
千万円以上となるため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第 177 号 平成26年度天草市一般会計補正予算（第７号）（五和地区の防災行政無線が、経年劣化により消防本
部からの自動放送設備が使用不能になったことによる改修の予算措置） 付託省略 原案可決

議第 178 号 平成26年度天草市一般会計補正予算（第８号） 所　　管 原案可決
議第 179 号 平成26年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 市民生活 原案可決
議第 180 号 平成26年度天草市介護保険特別会計補正予算（第２号） 教育厚生 原案可決
議第 181 号 平成26年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 市民生活 原案可決
議第 182 号 平成26年度天草市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 市民生活 原案可決
議第 183 号 平成26年度天草市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 市民生活 原案可決
議第 184 号 平成26年度天草市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 市民生活 原案可決
議第 185 号 平成26年度天草市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 市民生活 原案可決
議第 186 号 平成26年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第１号） 市民生活 原案可決
議第 187 号 平成26年度天草市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 市民生活 原案可決
議第 188 号 平成26年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号） 教育厚生 原案可決
議第 189 号 平成26年度天草市歯科診療所特別会計補正予算（第１号） 教育厚生 原案可決
議第 190 号 平成26年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第２号） 市民生活 原案可決
議第 191 号 平成26年度天草市病院事業会計補正予算（第１号） 教育厚生 原案可決
議第 192 号 平成26年度天草市水道事業会計補正予算（第２号） 市民生活 原案可決

議第 193 号から
議第 196 号まで

新合財産区管理委員の選任について（財産区管理委員の選任について、同意を得るもの。赤松久夫氏・
井上三成氏・仁田窪夏雄氏・柳本春義氏の 4 名をそれぞれ選任） 付託省略 同　　意

議第 197 号から
議第 199 号まで

富津財産区管理委員の選任について（財産区管理委員の選任について、同意を得るもの。倉田和英氏・
森田勝善氏・山下豊司氏の 3 名をそれぞれ選任） 付託省略 同　　意

議第 200 号から
議第 206 号まで

一町田財産区管理委員の選任について（財産区管理委員の選任について、同意を得るもの。金山一
俊氏・宰川豊喜氏・坂井幸弘氏・田嶋 悟氏・谷口浩幸氏・松尾 茂氏・山下昭一氏の 7 名をそれぞれ
選任）

付託省略 同　　意

議第 207 号から
議第 208 号まで

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（人権擁護委員の候補者を推薦する
ため、議会の意見を求めるもの。花里安幸氏〔御所浦町御所浦〕及び靏濱つづき氏〔栖本町馬場〕
をそれぞれ推薦）

付託省略 同　　意

議員提出第４号 天草市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 付託省略 原案可決
議員提出第５号 「農協改革」に関する意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第６号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第７号 40人学級再開検討に反対する意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第８号 「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第９号 介護従事者の処遇改善を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決

議員提出第 10 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決

議第 141 号 平成25年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について 一般会計決算
特別委員会 認　　定

議第 142 号から
議第 158 号まで

平成25年度天草市特別会計歳入歳出決算の認定について（国民健康保険特別会計など 15 件）
平成25年度天草市病院事業会計決算の認定について
平成25年度天草市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

特別・企業会計
決算特別委員会 認　　定

ア　マ　　ビ　ズ

ア　マ　　ビ　ズ

◆Ama-Bizのセンター長決定！！
ア　マ　　ビ　ズ



•水産研究センター
の指導船の故障に
伴う修繕費　

 800万円

•落雷により使用不能と
なった河浦地区の防災
放送設備の改修工事費

3,395万円
•五和地区防災行政無線

の経年劣化に伴う改修
工事費　  4,116万円

●災害対策費

12月定例会　一般会計補正予算の主な施策
一般会計補正予算：24億9,400万円を追加　　予算総額：543億3,863万円

●水産研究センター費

•テレビ共同受信施設の改修に対する補助制度
の創設　　　　　　　　　　 　　 186万円

•牛深クリーンセンター
　施設整備事業
　　  　　　　751万円
•御所浦クリーンセンター

施設整備事業
　　356万円

●塵芥処理費

●環境対策費

•牛深グラウンドの改修事業費
　1,082万円

●体育施設費

•住宅リフォーム助成事業の申請見
込み件数の増に伴う補助金

※リフォーム工事額（税抜）の20％（上限
20万円）を商品券で助成する制度。

6,041万円

•錦戸企業グループ様
からの寄附金による
図書購入費

　　　　100万円

•12月14日執行の衆
議院議員総選挙に
係る経費　　  　　

6,205万円

●衆議院議員選挙費

●地域振興費

•農作業受託組合が導入する農業用機械の購入補助金
・有明須子受託組合　（4条植え田植え機2台）：230万円
・五和農作業受託組合（5条植え田植え機1台）：217万円

合計事業費　　　　　：447万円
うち補助金額（30％）：134万円

●農業振興費

●商工振興費

●図書館費

•9月に国内推薦が決定
した﨑津集落において
電線等の景観整備検
討に係る調査委託料

611万円

●世界遺産登録推進費

　同施設は昭和59年に供用開始し、30年が経過しており施設の老朽化が著しいため改修工事を
行うもの。
　　工期：平成27年12月11日完成　　落札者：九電工・熊栄電設特定建設工事共同企業体

御所浦町本郷地区の漁業集落排水処理施設機械電気設備の改修工事：2億736万円

指定管理者となる団体：有限会社 光正社（新和町小宮地）
指定の期間：平成27年4月1日から平成30年3月31日
指定管理料：平成27年度：1,364万円・平成28年度：1,376万円・平成29年度：1,376万円

合計4,116万円

天草市営天草本渡斎場の指定管理者決定

※小学校の教科書の採択が4年に1回行われることに伴い、これに併せ教師用指導書及び指導用教材を
今回購入する。

■小学校における教師用指導書及び指導用教材購入、業者決定

•天草エアライン航空機更新事業補助金の円
安による増額分　　　　　  　 1,271万円

•中田―諸浦間のフェリー運行会社に対する
補助金　　　　　　　　　　　   800万円

教科書等供給地区 冊　数

1,903

475

83

2,875万円

720万円

128万円

契約額
担当教科書取扱書店（取次店）

住　　所 名　　称
天草市中央新町
14番11号
天草市久玉町
1411番地71
天草市本渡町本戸馬場
1593番地1

合名会社　鶴田玉文堂

ブックス修文社

有限会社　新日本教材

合名会社　鶴田玉文堂

ブックス修文社

有限会社　新日本教材

本渡、有明、倉岳、栖本、
新和、五和及び天草地区

牛深及び河浦地区

御所浦地区

•子ども医療費助
成事業の受給者
証カード化に伴
う経費

124万円

●児童育成費

その他の議決事項

•青年就農給付金（経営開始型）　 今回の補正額：825万円
　45歳未満の新規就農者に対し、年間150万円（半年ごとに75
万円）を最長5年間給付する制度。申請者が多いため今回は11
名分を計上（11名×75万円）

《現在までの地区別受給者内訳》
本渡：13名、牛深：4名、有明：6名、御所浦：1名、倉岳：3名
栖本：2名、新和：4名、五和4名、天草：1名、河浦：8名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計：46名

議第173号

議第175号

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4



　
12
月
５
日
の
本
会
議
に
付
託
を
受
け
た

案
件
（
条
例
11
件
、
補
正
予
算
15
件
、
そ

の
他
４
件
、
請
願
・
陳
情
11
件
）
を
４
つ

の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑
と
そ

の
答
弁
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

総
務
政
策
委
員
会

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
河
浦
町
﨑
津

集
落
に
、
観
光
施
設
・
駐
車
場
等
の
整
備

を
行
う
た
め
、
富
津
体
育
館
・
富
津
運
動

場
の
夜
間
照
明
施
設

を
解
体
撤
去
し
、
旧

富
津
小
学
校
体
育
館

を
富
津
体
育
館
へ
変

更
す
る
。

　
河
浦
町
新
合
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
旧
新
合
小
へ
移
転
、
下
津
浦
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
冷
暖

房
設
備
新
規
設
置
に
伴
う
使
用
料
、ま
た
、

宮
地
岳
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

施
設
変
更
に
伴
う
使
用
料
を
定
め
る
た
め

条
例
を
改
正
す
る
。

議
第
１
７
８
号

《
総
務
費
・
総
務
管
理
費
　
１
６
２
万
円
》

■問 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
事
業
に

お
け
る
、
寄
附
者
へ
の
お
礼
の
品
と
管
理

シ
ス
テ
ム
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

■答  

平
成
27
年
度
か
ら
、
寄
附
者
に
対
し
、

お
礼
の
品
（
寄
附
金
額
の
10
％
〜
30
％
程

度
）
を
贈
呈
す
る
予
定
と
し
て
い
る
が
、

寄
附
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

の
利
用
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
寄

附
）
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
併
せ
て
寄
附

者
、
お
礼
の
品
の
情
報
管
理
等
を
行
う
た

め
、シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

要
望 
お
礼
の
品
と
し
て
、天
草
エ
ア
ラ
イ

ン
の
搭
乗
割
引
券
だ
け
で
は
な
く
、南
の

玄
関
口
牛
深
へ
の
交
通
手
段
で
あ
る
出
水

駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
券
等
の
贈
呈
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

（
※
）ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
は
、ふ
る
さ
と
納
税

で
選
べ
る
特
典
や
特
産
品
な
ど
の
紹
介
で
、各

自
治
体
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
、自
分
の
お
金

の
使
い
道
を
選
ぶ（
チ
ョ
イ
ス
）と
い
う
行
為
。

《
総
務
費
・
総
務
管
理
費
　
８
０
０
万
円
》

■問 「
天
長
フ
ェ
リ
ー
運
航
対
策
事
業
」

に
つ
い
て
。

■答  

平
成
25
年
度
に
お
け
る
天
長
フ
ェ
リ

ー
株
式
会
社
の
債
務
超
過
額
は
２
，
０
０

７
万
円
で
、
こ
の
債
務
超
過
を
解
消
す
る

た
め
、
出
資
割
合
を
基
に
８
０
０
万
円
を

補
助
額
と
し
た
。
な
お
、
同
航
路
は
平
成

27
年
度
か
ら
国
の
補
助
対
象
航
路
に
認
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
赤
字
は
基
本

的
に
、
国
と
鹿
児
島
県

が
補
助
す
る
こ
と
と
な

り
、
会
社
の
経
営
状
態

は
、
大
幅
に
改
善
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

市
民
生
活
委
員
会

 

議
第
１
７
８
号

《
衛
生
費
・
環
境
費
　
１
，１
０
０
万
円
》

■問 

補
正
の
理
由
は
。

■答  

牛
深
・
御
所
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

機
材
の
老
朽
化
に
伴
う
設
備
の
維
持
補
修

に
係
る
予
算
の
増
で
あ
る
。

■問 

天
草
町
に
お
け
る
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
の
整
備
率
等
に
つ
い
て
。

■答  

下
田
処
理
区
は
整
備
率
１
０
０
％
で

接
続
率
は
92
・
５
％
、
高
浜
処
理
区
は
整

備
率
82
・
８
％
で
接
続
率
は
46
・
６
％
で

あ
る
。
高
浜
処
理
区
は
、
平
成
30
年
度
ま

で
に
接
続
が
見
込
ま
れ
る
区
域
の
整
備
を

行
う
。

要
望
　
加
入
促
進
に
向
け
て
支
所
等
と
連

携
を
図
り
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

建
設
経
済
委
員
会
報
告

議
第
１
７
２
号

■問 

補
助
対
象
者
は
。

■答  

対
象
者
と
し
て
は
、個
人
・
法
人
を
問

わ
ず
、市
民
は
も
と
よ
り
本
市
に
移
住
し

て
事
業
を
実
施
さ
れ
る
方
を
含
め
て
、産

業
振
興
分
野
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ

れ
る
方
。

■問 

事
業
補
助
金
を
交
付
す
る
際
の
審
査

方
法
は
。

■答  

事
業
を
始
め
る
こ
と
は
、事
業
者
が
自

己
資
金
を
含
め
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
に
な

る
た
め
、審
査
の
段
階
か
ら
事
業
計
画
、資

金
計
画
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。ま
た
、

補
助
金
交
付
の
最
終
決
定
は
市
で
行
う

が
、審
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
審
査
体
制
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。な
お
、補
助
金
決
定
後
の
事
業

者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
相
談
者
の
目
線
で
、継
続
し
て

相
談
を
受
け
て
い
く
。

■問 

事
業
補
助
金
の
補
助
率
等
は
。

■答  

起
業
創
業
資
金
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、現
在
、検
討
段
階
で
は
あ
る
が
、補
助

率
は
３
分
の
２
以
内
で
、補
助
額
は
１
，０

０
０
万
円
を
上
限
と
す
る
こ
と
で
検
討
し

て
い
る
。

　
議
第
１
７
８
号

《
農
林
水
産
業
費
・
農
業
振
興
費
　
１
３

４
万
円
》

■問 

農
業
施
設
機
械
整
備
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て
。

■答  

農
作
業
受
託
組
合
か
ら
、
農
業
用
機

械
導
入
の
要
望
が
あ
り
、
有
明
須
子
受
託

組
合
へ
４
条
植
え
田
植
機
２
台
、
五
和
農

作
業
受
託
組
合
へ
５
条
植
え
田
植
機
１
台

の
導
入
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
補
助

率
は
30
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

《
農
林
水
産
業
費
・
農
業
振
興
費
　
８
２

５
万
円
》

■問 

青
年
就
農
給
付
金
経
営
開
始
型
事
業

に
つ
い
て
。

■答  

新
規
就
農
申
請
者
が
多
く
な
り
、
11

名
分
の
不
足
が
生
じ
、
８
２
５
万
円
を
補

正
す
る
。

《
商
工
費
・
商
工
振
興
費
　
６
，０
４
０
万

８
，０
０
０
円
》

■問 

天
草
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

に
つ
い
て
。

■答  

申
請
・
相
談
が
多
く
、
仮
受
付
分
と

今
後
の
見
込
み
分
を
合
わ
せ
て
、
４
０
０

件
分
の
助
成
金
６
，０
０
０
万
円
と
商
品

券
印
刷
費
40
万
８
，０
０
０
円
を
増
額
補

正
す
る
も
の
。

　
商
品
券
取
扱
登
録
店
舗
数
は
３
９
６
店

舗
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）
で
今
後
も
増

加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

教
育
厚
生
委
員
会

議
第
１
６
９
号

■問 

宮
地
岳
児
童
館
廃
止
に
伴
う
条
例
改

正
に
つ
い
て
。

■答  

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
宮
地
岳
児

童
館
を
廃
止
し
、
土
曜
、
日
曜
日
及
び
長

期
休
業
期
間
等
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
活

動
等
「
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を

併
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
宮
地
岳
地
区

振
興
会
へ
委
託
す
る
。

　
ま
た
、
廃
止
後
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

宮
地
岳
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

施
設
と
し
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
有

効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

 

議
第
１
７
８
号

《
民
生
費
・
生
活
保
護
費
　
５
，６
５
９
万

円
》

■問 「
生
活
保
護
費
に
お
け
る
過
年
度
返

還
金
が
発
生
し
た
理
由
」
に
つ
い
て
。

■答  

就
労
可
能
世
帯
で
勤
労
収
入
の
報
告

漏
れ
や
保
護
世
帯
の
類
型
の
変
化
に
よ
り

返
還
金
が
発
生
し
た
も
の
。

議
第
１
８
８
号   

■問 

人
件
費
の
減
額
（
４
，３
１
９
万
円
）

に
つ
い
て
。

■答  

御
所
浦
診
療
所
に
つ
い
て
、
今
年
度

も
医
師
確
保
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
た

め
、
減
額
し
た
。

 

議
第
１
９
１
号

■問
給
与
費
の
減
額
（
１
，８
７
７
万
円
）

に
つ
い
て
。

■答  

医
師
や
、
若
干
不
足
し
て
い
る
看
護

師
等
の
採
用
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
減

額
し
た
。

常任委員会報告
総
務
政
策
常
任
委
員
会

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

要
望

要
望

議
第
１
６
６
号
天
草
市
体
育
館
条
例
及
び
天
草
市

運
動
広
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
１
７
０
号
天
草
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

天
草
市
地
天
草
市
児
童
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
第
１
７
８
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

議
第
１
７
８
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

議
第
１
７
８
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

議
第
１
７
８
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

議
第
１
７
２
号

議
第
１
８
８
号

議
第
１
９
１
号

議
第
１
６
９
号

天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

建
設
経
済
常
任
委
員
会

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成

の
拡
充
に
関
す
る
請
願
書

（
全
国
Ｂ
型
肝
炎
熊
本
訴
訟
弁
護
団
　団
長
　弁
護
士
　内
川
　寛
）

「
農
協
改
革
」
に
関
す
る
請
願
書

（
あ
ま
く
さ
農
業
協
同
組
合
　代
表
理
事
組
合
長
　川
口
義
英
）

（
本
渡
五
和
農
業
協
同
組
合
　代
表
理
事
組
合
長
　久
保
源
三
）

40
人
学
級
再
開
検
討
に
反
対
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願
書

（
連
合
熊
本
天
草
宇
城
上
益
城
地
域
協
議
会
　

天
草
地
区
連
代
表
　森
川
鉄
也
）

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
制
定
に
つ
い
て
国
へ
の

意
見
書
提
出
を
願
う
陳
情
書

（
一
般
社
団
法
人
　熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会
　

理
事
長
　福
島
哲
美
）

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情
書

（
熊
本
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
　執
行
委
員
長
　田
中
直
光
）

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
改

善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
書

（
熊
本
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
　執
行
委
員
長
　田
中
直
光
）

道
州
制
導
入
・
労
働
法
制
改
悪
に
反
対
し
、
最

低
賃
金
・
公
務
員
賃
金
の
改
善
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
熊
本
県
労
連
道
州
制
阻
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
熊
本
県
実
行
委
員
会

　実
行
委
員
長
　中
原
　誠
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願
書

（
連
合
熊
本
天
草
宇
城
上
益
城
地
域
協
議
会
　

天
草
地
区
連
代
表
　森
川
鉄
也
）

特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願
書

（
同
右
）

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
変
更
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願
書

（
同
右
）

中
小
商
工
業
者
へ
の
施
策
を
拡
充
し
地
域
経
済

の
振
興
を
求
め
る
要
請
書

（
天
草
民
主
商
工
会
　会
長
　山
下
　久
）

採
　
択
（
６
件
）
※
い
ず
れ
も
関
係
大
臣
等
に

　
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

不
採
択
（
１
件
）

継
　
続
（
４
件
）

　
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
、
請
願
・
陳

情
11
件
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
　
）
内
は
提
出
者
。

※
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教
育
厚
生
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などを質問する
もので、定例会に限って行なわれます。今回の一般質問は12月10日から12日までの３日
間で行い、12人の議員が質問に立ちました。掲載内容は質問者本人が要約したものです。

【
高
校
教
育
に
つ
い
て
】

池
田
　
天
草
東
高
校
が
廃
校
、
天
草

西
・
河
浦
高
校
が
募
集
停
止
。
天
草
の

中
学
生
の
島
外
進
学
が
増
加
し
て
い

る
。
天
草
市
内
の
高
校
へ
進
学
し
た
く

な
る
公
務
員
コ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
学
科

を
備
え
た
高
校
を
市
が
提
案
し
て
良
い

の
で
は
。
県
教
委
は
「
高
校
を
守
り
立

て
る
動
き
が
市
町
村
に
必
要
だ
」
と
述

べ
て
い
る
。
市
が
も
っ
と
積
極
的
に
高

校
に
支
援
し
て
も
良
い
の
で
は
。
高
校

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
介
護
福
祉
士

の
実
務
者
研
修
教
室
や
航
空
高
校
な
ど

誘
致
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

教
育
部
　
　
一
つ
の
高
校
に
強
力
な
支

援
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
市
内
高

校
と
の
連
絡
協
議
は
行
い
た
い
。

【
市
職
員
の
消
防
団
加
入
に
つ
い
て
】

池
田 

地
震
や
噴
火
、
豪
雨
災
害
な
ど

自
然
災
害
が
増
え
て
い
る
。
総
務
省
で

は
、
消
防
団
員
確
保
の
為
、
地
域
の
企

業
や
公
務
員
に
消
防
団
加
入
を
勧
め
て

い
る
が
現
在
の
勧
誘
効
果
と
市
職
員
の

消
防
団
員
数
は
。
昼
間
人
口
の
少
な
い

地
域
で
の
自
主
防
災
会
の
活
動
は
。
地

域
の
避
難
時
マ
ッ
プ
な
ど
き
め
細
か
い

対
策
は
。
台
風
接
近
時
の
避
難
所
に
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
情
報
機
器
の
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

旧
市
町
ご
と
で
は
旧
本
渡

市
消
防
団
員
数
は
定
員
を
満
た
し
て
い

る
の
で
職
員
の
加
入
を
勧
め
な
か
っ
た

経
緯
も
あ
り
２
人
（
40
歳
未
満
）。
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
設
置
は
検
討
す
る
。

【
友
好
交
流
都
市
に
つ
い
て
】

池
田
　
東
日
本
震
災
時
、
東
松
島
市
へ

本
市
職
員
を
派
遣
し
た
。
相
互
に
援
け

合
う
た
め
に
も
国
内
で
も
友
好
交
流
の

締
結
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長
　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
文
化
と
観
光
に
つ
い
て
】

池
田
　
河
浦
の
﨑
津
集
落
が
世
界
遺
産

の
国
内
推
薦
を
受
け
た
。
天
草
を
巡
る

各
地
の
連
携
と
駐
車
場
の
整
備
な
ど
天

草
全
体
の
取
り
組
み
を
し
て
欲
し
い
。

池田裕之
議員

高
校
教
育
・
市
職
員
の
消
防
団
加
入

友
好
交
流
都
市
・
文
化
と
観
光
に
つ
い
て

池
田

池
田

池
田

池
田

濱
洲
　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
来
年

度
は
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

市
長
　
セ
ン
タ
ー
長
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
費
に
２
，８
０
０
万
円
、
起
業

塾
や
セ
ミ
ナ
ー
に
１
，７
０
０
万
円
、

事
務
経
費
に
５
０
０
万
円
、
総
額
５
，

０
０
０
万
円
程
度
を
考
え
て
い
る
。

濱
洲
　
セ
ン
タ
ー
長
の
報
酬
は
、
月
額

１
０
０
万
円
で
あ
る
が
、
な
に
を
算
定

基
準
に
し
た
の
か
。

市
長
　
国
が
県
に
設
置
し
た
「
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

同
額
の
１
日
５
０
，０
０
０
円
。
月
20

日
勤
務
を
基
準
と
し
た
。

濱
洲
　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
者
は
年

間
ど
れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
れ
く
ら
い
の
起
業
件
数
、

新
規
雇
用
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
相
談
者
の
数
は
年
間
５
０
０
人

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
起
業
件
数
等

に
つ
い
て
は
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

あ
る
１
０
０
の
起
業
、
３
０
０
人
の
雇

用
拡
大
を
実
現
さ
せ
た
い
。

【
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
今
後
の
取
り
組
み
は
】

濱
洲
　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
ど
う
い
う

も
の
で
あ
る
の
か
。認
定
を
受
け
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

担
当
部
　
　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、

そ
の
土
地
の
地
質
、
地
層
、
成
り
立
ち

を
活
か
し
た
自
然
公
園
で
あ
る
。
メ
リ

ッ
ト
は
「
大
地
の
遺
産
」
を
活
用
し
て

学
校
教
育
へ
の
取
り
組
み
、
観
光
振
興

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

濱
洲
　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
誘

致
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ま
で
視
野

に
入
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
全
国
大
会
の
誘
致
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
ま
で
、
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

【
小
学
校
部
活
動
と

  

社
会
体
育
の
取
り
組
み
】

濱
洲
　
小
学
校
部
活
動
を

社
会
体
育
へ
移
行
す
る
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

担
当
部
　
　
現
在
、
市
内
の
小
学
校
で

部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

濱
洲
　
部
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
な

ど
も
視
野
に
入
れ
て
今
後
検
討
を
お
願

い
す
る
。

濱洲大心
議員

起
業
創
業
・

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

市
長

濱
洲

濱
洲

濱
洲

観
光
文
化
部
長

教
育
部
長

市
長

市
長

市
長

【
瀬
戸
歩
道
橋
に
つ
い
て
】

平
山
　
緊
急
時
の
対
応
は
。

建
設
部
　
　
緊
急
に
通
行
止
め
を
す
る

場
合
に
は
、「
お
願
い
看
板
等
」
の
設

置
や
防
災
無
線
で
周
知
を
図
り
、
早
急

な
復
旧
を
行
っ
て
い
る
。

平
山
　
普
段
の
維
持
管
理
の
方
法
、
ま

た
今
後
の
大
規
模
改
修
と
架
け
替
え
の

計
画
は
な
い
の
か
。

建
設
部
　
　
定
期
点
検
を
年
２
回
（
８

月
と
３
月
）
行
い
、
日
常
点
検
は
操
作

を
お
願
い
し
て
い
る
業
者
の
方
が
毎
日

行
っ
て
い
る
。
本
年
度
に
歩
道
橋
の
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
延

命
化
を
図
り
な
が
ら
船
舶
の
運
航
と
利

用
者
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

【
天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に

つ
い
て
】

平
山
　
今
回
、
第
30
回
の
記
念
大
会
を

終
え
た
が
、
主
催
者
の
天
草
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
部
　
　
参
加
者
数
も
定
員
を

満
た
し
、
宿
泊
数
も
１
，０
０
０
人
を

超
え
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
振
興

の
目
的
は
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、

国
際
大
会
で
あ
る
が
外
国
人
参
加
者
が

少
な
い
こ
と
や
応
援
者
も
少
な
い
状
況

で
あ
る
の
で
、
大
会
の
運
営
方
法
を
検

討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

平
山
　
第
30
回
の
大
会
を
機
に
幕
引
き

し
、
終
了
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長
　
市
民
を
も
っ
と
巻
き
込
ん
だ
大

会
を
目
指
す
た
め
に
は「
コ
ー
ス
」、「
大

会
運
営
」
等
の
見
直
す
点
が
多
い
こ
と

か
ら
、
来
年
度
の
大
会
は
休
止
し
、
今

後
、
他
の
主
催
者
や
関
係
団
体
で
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

平
山
　
瀬
戸
歩
道
橋
の
計
画
的
・
適
正

な
維
持
管
理
、
ま
た
、
こ
ど
も
達
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
を
お
願
い
す
る
。

平山泰司
議員

瀬
戸
歩
道
橋
・

天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
つ
い
て

平
山

平
山

平
山

建
設
部
長

建
設
部
長

地
域
振
興
部
長

平
山

平
山

市
長

教
育
部
長

総
務
部
長

市
長

赤
木
　
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
宮
地

岳
地
区
）
に
於
け
る
実
績
と
作
付
面
積

等
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部 
　
平
成
25
年
度
作
付
面

積
は
6
・
5
ha
で
約
5
1
1
ℓ
製
造
さ

れ
、地
元
や
福
岡
市
へ
販
売
し
て
い
る
。

作
付
面
積
の
拡
大
は
農
振
法
や
種
苗
法

等
の
制
約
が
あ
り
現
状
で
は
難
し
い
。

赤
木
　
廃
食
油
回
収
は
平
成
14
年
開
始

後
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
同
22
年
度

頃
か
ら
激
減
し
て
い
る
。
B
D
F
燃
料

と
し
て
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
民
生
活
部
　
当
初
学
校
給
食
配
送
車

や
ご
み
収
集
車
な
ど
公
用
車
の
燃
料
に

活
用
し
て
い
た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら

ご
み
収
集
車
を
民
間
委
託
し
た
こ
と
で

供
給
分
が
減
少
し
た
。
B
D
F
燃
料
は

年
間
２
２
，8
0
0
ℓ
の
製
造
能
力
を

有
し
て
お
り
今
後
利
用
拡
大
に
努
力
し

た
い
。

赤
木
　
平
成
26
年
10
月
8
日
に
環
境
省

か
ら
「
一
般
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
の
適
正
な
運
用
」
に
つ
い

て
再
度
通
知
が
行
わ
れ
た
が
認
識
は
。

ま
た
、
委
託
事
業
者
と
の
適
切
な
受
託

の
締
結
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
　

市
民
生
活
部 

　
環
境
省
の
通
知
の
通

り
、
管
内
の
全
て
の
一
般
廃
棄
物
を
適

正
に
処
理
す
る
責
任
が
あ
る
と
再
認
識

し
た
。
ま
た
委
託
契
約
に
係
る
費
用
積

算
は
、
受
託
業
務
の
実
態
を
把
握
・
精

査
し
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
適
正
な
積

算
に
努
め
た
い
。
併
せ
て
、
業
務
委
託

仕
様
書
（
人
員
規
定
）
で
は
、
誤
解
を

招
く
標
記
と
な
っ
て
お
り
次
年
度
発
注

よ
り
見
直
す
。

赤
木
　
平
成
26
年
1
月
に
最
高
裁
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
「
廃
棄
物
処
理
法
で

は
も
っ
ぱ
ら
自
由
競
争
に
委
ね
ら
れ

る
性
格
の
事
業
で
は
な
い
」
と
示
さ
れ

た
が
見
解
は
。
ま
た
新
た
な
処
理
業
者

の
許
可
申
請
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛

生
の
向
上
を
図
り
必
要
不
可
欠
な
公

共
事
業
で
あ
り
、
今
後
も
適
正
な
処
理

を
継
続
す
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
伴

い
廃
棄
物
の
排
出
量
の
増
加
が
見
込
め

な
い
現
状
に
あ
り
、
新
規
の
許
可
は
し

な
い
。

赤
木
　
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
定
期
化
が
10
月
か
ら
65
歳

か
ら
5
歳
刻
み
で
実
施
さ
れ
た
。
実
態

調
査
及
び
接
種
勧
奨
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
　
肺
炎
は
死
因
の
第
3

位
と
な
っ
て
お
り
、
市
で
は
6
，０
０

０
円
の
助
成
を
行
い
2
，6
０
０
円
の

自
己
負
担
で
接
種
で
き
る
。
10
月
の
接

種
率
は
3
・
5
％
と
少
な
く
、
接
種
向

上
の
た
め
対
象
者
に
個
人
通
知
を
行
う
。

赤木武男
議員

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
む
「
廃
食
油
回
収
事
業
」

一
般
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
運
用

赤
木

赤
木

赤
木

市
民
生
活
部
長

赤
木

赤
木

市
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

一 般 質 問

▲延命化が図られる瀬戸歩道橋

詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会
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一 般 質 問

鶴
戸
　
事
業
の
取
り
組
み
と
今
後
の
計

画
は
。

経
済
部
長
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業
、

新
規
就
農
者
研
修
事
業
、
農
業
施
設
機

械
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の

農
地
・
農
業
を
存
続
す
る
た
め
に
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

鶴
戸
　
農
業
担
い
手
公
社
の
取
り
組
み

状
況
。

経
済
部
長
　
国
の
施
策
と
し
て
農
協
改

革
が
動
き
だ
し
、
当
面
の
間
、
国
の
動

き
を
注
視
し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
、

本
市
独
自
の
新
規
就
農
研
修
事
業
で
、

担
い
手
育
成
を
進
め
て
い
る
。

鶴
戸
　
オ
リ
ー
ブ
事
業
の
成
果
と
今
後

の
展
開
は
。

経
済
部
長
　
日
本
一
を
獲
得
、
品
質
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
今
後
も
、
植

栽
面
積
が
増
え
る
よ
う
推
進
し
、
オ
リ

ー
ブ
を
核
と
し
た
様
々
な
産
業
の
振
興

が
図
ら
れ
、
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
実

現
に
向
け
て
推
進
し
て
い
く
。

鶴
戸
　
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
あ
ま
く
さ
宝
島

市
場
は
、
今
後
も
予
算
を
投
じ
て
継
続

さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
こ
の
事
業
は
、
本
年
度
を
も
っ

て
閉
店
し
、
新
た
な
販
路
開
拓
を
行
う

都
市
圏
・
海
外
戦
略
、
商
品
力
の
向
上

を
図
る
商
品
戦
略
、
販
売
戦
略
を
行
う

推
進
体
制
を
新
た
に
構
築
し
、
天
草
産

品
の
販
路
拡
大
と
天
草
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
を
目
ざ
す
。

【
子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て
】

鶴
戸
　
公
立
保
育
園
民
営
化
計
画
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
３
月
ま
で
に
は
、
改

定
版
を
考
え
て
い
る
。
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
、
民
間

に
任
せ
る
。
特
別
保
育
、
地
域
性
等
、

民
間
で
で
き
な
い
場
合
に
は
、
公
立
で

担
う
必
要
が
あ
る
。

鶴
戸
　
公
立
幼
稚
園
の
計
画
は
。

教
育
部
長
　
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
現

行
通
り
の
方
向
で
検
討
を
し
て
い
る
。

国
が
示
し
た
利
用
者
負
担
額
の
範
囲
内

で
、
将
来
的
に
は
、
公
立
私
立
と
も
統

一
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

【
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
】

楠
本
　
活
性
化
や
雇
用
の
拡
大
の
た
め

お
願
い
し
て
い
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
、今
回
６
，０
０
０
万
円
の
追
加
補

正
で
総
額
１
億
円
だ
が
、
そ
の
状
況
は
。

部
長
　
　
　
保
留
分
を
含
め
３
７
２

件
、
３
月
ま
で
の
予
定
を
入
れ
た
補
正

で
あ
る
。

楠
本
　
平
成
27
年
度
は
当
初
か
ら
１
年

分
を
予
算
確
保
で
き
な
い
か
。

市
長
　
来
年
度
は
、
申
請
受
付
か
ら
決

定
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
確
保

し
た
い
。

【
市
民
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
】

楠
本
　
安
心
安
全
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い

て
。
消
防
本
部
よ
り
、Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
救

命
救
助
で
３
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
状
況
は
。

部
長
　
　
　
２
件
あ
る
。
ミ
ニ
バ
レ
ー

中
50
代
の
男
性
が
意
識
不
明
に
、
仲
間

３
名
で
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
呼
吸
が

戻
り
、
２
分
後
に
は
意
識
回
復
、
救
命

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
も
う
１
件
は
、
食
事
中
意
識
を
な
く

さ
れ
、
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
シ
ョ
ッ
ク
と
胸
骨
圧
迫

を
救
急
隊
が
来
る
ま
で
継
続
実
施
、
一

命
を
取
り
留
め
ら
れ
て
い
る
。

楠
本
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気

で
、
尊
い
命
が
救
わ
れ
た
良
い
話
で
あ

る
。
是
非
多
く
の
勇
気
あ
る
市
民
の
育

成
を
お
願
い
す
る
。

市
長
　
人
命
救
助
大
変
良
か
っ
た
。
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
多
く
の
皆
様

が
受
講
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

【
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
】

楠
本
　
幾
度
と
無
く
お
願
い
を
し
て
い

る
が
、来
年
度
か
ら
ド
ッ
グ
の
受
診
を
、

２
年
に
一
度
と
表
明
頂
き
た
い
。

市
長
　
是
非
来
年
度
よ
り
、
そ
の
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
。

【
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
】

楠
本
　
新
制
度
で
は
、
就
労
時
間
に
応

じ
、
保
育
標
準
時
間
と
保
育
短
時
間
の

２
区
分
と
な
り
、
延
長
保
育
料
も
発
生

す
る
よ
う
だ
が
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
保
育
料
軽
減
（
10
％
）
を
平
成
27
年

度
よ
り
実
行
し
て
頂
き
た
い
。

市
長
　
新
制
度
が
開
始
さ
れ
る
平
成
27

年
４
月
よ
り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

一
次
産
業
の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
・
市
民
の
健
康
対
策
・
区
へ
の
未
加
入
・

子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
に
つ
い
て

楠本千秋
議員

鶴
戸

鶴
戸

鶴
戸

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

西
村
　
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
地
域
活

性
化
交
付
金
の
内
容
に
つ
い
て
。

市
長
　
自
助
、
共
助
、
公
助
の
３
本
柱

が
き
ち
ん
と
で
き
る
こ
と
が
、
天
草
市

の
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
地
域
活
性
化
交
付
金
を
創
設
し
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
。
地
域
の
様
々
な
問
題
を
検
討
協
議

し
、
対
応
で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
作
り
を
目
指
す
。

地
域
振
興
部
長
　
地
域
活
性
化
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
交
付
金
に
ま
ち
づ
く
り
計

画
分
と
し
て
別
枠
を
設
け
て
拡
充
す
る

形
で
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
平
成
27

年
度
３
月
の
策
定
に
向
け
て
作
業
を
進

め
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
各
町
づ
く

り
協
議
会
が
事
業
を
実
施
し
、
進
捗
管

理
や
検
証
は
各
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
に

お
い
て
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。

【
市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
】

西
村
　
小
中
学
統
廃
合
の
現
況
及
び
検

証
に
つ
い
て
。

教
育
部
長
　
学
校
統
廃
合
推
進
計
画
が

策
定
さ
れ
た
平
成
22
年
度
で
は
、
小
学

校
42
校
、
中
学
校
15
校
の
計
47
校
が
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
本
年
４
月
１
日
現

在
の
学
校
数
は
小
学
校
22
校
、
中
学
校

13
校
の
計
35
校
の
現
状
で
あ
る
。
検
証

に
つ
い
て
は
統
合
の
１
年
後
に
小
学
校

３
年
生
以
上
の

児
童
、
中
学
３

年
生
の
生
徒
及

び
保
護
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
結
果

と
し
て
子
供
達

の
ほ
と
ん
ど

は
、
統
合
し
て

友
達
が
増
え
、

活
力
に
満
ち
た

日
々
の
中
で
、

友
達
と
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん

で
い
る
事
を
大
変
評
価
し
て
い
る
。
廃

校
と
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
も
関
係
部

署
で
連
携
し
て
、
施
設
の
利
活
用
に
沿

っ
て
有
効
活
用
を
図
る
。
地
域
の
理
解

や
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

西
村

西
村 地

域
活
性
化
交
付
金
と

市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

西村尚武
議員

鶴戸継啓
議員

蓮
池
　
天
草
市
の
よ
う
に
地
方
都
市
サ

イ
ド
で
は
、
多
く
の
労
働
者
や
中
小
企

業
者
や
年
金
生
活
者
は
、
決
し
て
暮
ら

し
が
良
く
な
っ
て
き
て
い
な
い
。
急
激

な
円
安
で
、
輸
入
品
の
物
価
上
昇
が
、

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
食
料
品
等
に
波
及

し
て
い
る
。

【
円
安
に
よ
る
輸
入
品
の
値
上
が
り
へ

の
対
応
】

蓮
池
　
昨
年
か
ら
の
生
活
扶
助
費
の
引

き
下
げ
や
国
民
年
金
等
の
引
き
下
げ

も
、関
係
者
が
多
い
天
草
市
と
し
て
は
、

重
大
な
影
響
が
市
民
生
活
に
及
ん
で
い

る
。
福
祉
灯
油
や
灯
油
購
入
助
成
費
の

支
給
が
求
め
ら
れ
る
が
。

総
合
政
策
部
　  

福
祉
灯
油
予
定
な
い
。

【
地
方
創
生
の
実
践
具
体
化
は
】

蓮
池
　
増
田
元
総
務
相
の
著
書
『
地
方

消
滅
』
で
は
人
口
減
少
社
会
の
分
析
を

し
て
、
生
き
残
り
を
具
体
的
に
提
起
さ

れ
た
。
国
の
政
策
と
し
て
少
子
化
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
治
体
政
策

で
も
努
力
す
る
方
向
が
必
要
。
地
域
振

興
や
産
業
振
興
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る

分
野
に
呼
応
す
る
機
敏
な
姿
勢
が
、
本

市
の
各
部
門
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る

が
。

総
合
政
策
部
長
　
第
２
次
天
草
市
総
合

計
画
の
策
定
中
。
地
方
創
生
に
向
け
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
就
業
機
会
創
出

や
生
活
環
境
整
備
等
、
取
り
組
む
。

【
仕
事
と
雇
用
を
生
み
出
す
】

蓮
池
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
（
買
い

物
、
病
院
送
迎
、
見
守
り
等
）
は
、
組

織
化
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
。
第
１

次
産
業
の
農
林
漁
業
を
基
幹
的
産
業
と

し
て
今
後
と
も
推
進
し
、
原
材
料
生
産

が
加
工
に
結
び
つ
き
、
観
光
や
食
文
化

の
普
及
に
つ
な
が
っ
て
行
け
ば
、
一
種

の
天
草
版
の
６
次
産
業
化
が
描
け
る
。

天
草
の
資
源
を
大
い
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
。

経
済
部
長
　
６
次
産
業
化
は
、
地
域
資

源
を
活
用
し
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通

を
一
体
化
し
、
所
得
の
向
上
と
雇
用
の

確
保
を
図
る
上
で
も
、
大
変
重
要
な
事

業
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
起
業
創
業
・

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
推
進
す
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
路
線
の
継
続
で

市
民
は
豊
か
に
な
れ
る
か

蓮池良正
議員

経
済
部
長

鶴
戸

鶴
戸

鶴
戸

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

総
務
部
長

蓮
池

蓮
池

蓮
池

蓮
池

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

経
済
部
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

地
域
振
興
部
長

教
育
部
長

詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会



【
後
継
機
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
の
導
入
に
つ
い
て
】

鎗
光
　
導
入
に
つ
い
て
の
経
緯
は
。

市
長
　
天
草
空
港
に
乗
り
入
れ
可
能
な

こ
と
、
事
業
規
模
に
適
し
た
航
空
機
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

鎗
光
　
エ
ア
ラ
イ
ン
の
利
用
状
況
は
。

地
域
振
興
部
長
　
平
成
25
年
度
は
、
７

万
６
，３
８
７
人
と
な
っ
て
い
る
。
前

年
度
よ
り
、
約
１
万
人
増
と
な
っ
て
い

る
。

鎗
光
　
利
用
促
進
補
助
事
業
と
は
。

地
域
振
興
部
　
　
国
交
省
に
お
い
て
、

地
方
航
空
路
線
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
が
本
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
、

年
間
３
，６
０
０
万
円
の
支
援
が
あ
る
。

鎗
光  

航
空
機
更
新
の
今
後
の
日
程
は
。

地
域
振
興
部
長
　
平
成
27
年
６
月
に
航

空
機
納
入
予
定
で
、
９
月
か
ら
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
訓
練
を
開
始
し
、
10
月
中
旬
か

ら
実
機
訓
練
を
行
い
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
運
航
開
始
の
予
定
で
あ
る
。

鎗
光
　
空
港
設
備
の
整
備
が
必
要
に
な

る
が
、
工
事
の
状
況
と
期
間
中
は
運
休

す
る
の
か
。

地
域
振
興
部
長
　
現
有
機
よ
り
重
量
が

重
く
な
る
た
め
滑
走
路
の
整
備
が
必
要

と
な
る
。
工
事
は
、
運
航
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
夜
間
に
実
施
す
る
。
エ
ア
ラ

イ
ン
は
減
便
し
て
運
航
す
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

【
ゴ
ル
フ
場
予
定
地
跡
利
用
計
画
に
つ

い
て
】

鎗
光
　
利
活
用
計
画
を
進
め
る
た
め
の

課
題
や
問
題
点
は
何
か
。

地
域
振
興
部
　
　
仮
登
記
の
面
積
は
、

約
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
地
権
者
１
６
０
人

と
な
っ
て
い
る
。
相
続
人
を
含
め
る
と

４
０
０
人
に
達
す
る
。
仮
登
記
の
解
消

は
、
平
成
26
年
６
月
か
ら
、
本
市
農
業

委
員
会
の
「
非
農
地
認
定
」
の
運
用
が

始
ま
り
、
短
期
間
に
手
続
き
が
進
む
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。

【
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
合
併
効
果
が
全
く
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。
一
例
と
し
て
総
踊
り
参
加
人

員
は
合
併
前
５
千
人
前
後
が
、
合
併
後

３
千
人
超
す
の
が
や
っ
と
の
状
態
。
市

長
自
ら
が
実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
、

天
草
全
体
に
波
及
効
果
を
及
ぼ
す
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
お
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　「
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
実
行
委
員

会
設
置
要
項
」
で
天
草
宝
島
観
光
協
会

牛
深
支
部
長
を
も
っ
て
充
て
る
と
あ
る
。

浜
崎
　「
全
国
ハ
イ
ヤ
サ
ミ
ッ
ト
」
が

休
止
状
態
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
を

毎
年
牛
深
で
開
催
し
、
天
草
ほ
ん
ど
ハ

イ
ヤ
祭
り
も
合
流
し
、
天
草
全
体
が
協

力
し
て
日
本
を
代
表
す
る
祭
り
に
す
る

た
め
に
も
是
非
市
長
に
実
行
委
員
長
を

引
き
受
け
て
頂
き
た
い
。
平
成
28
年
・

第
45
回
大
会
は
節
目
の
大
会
、「
﨑
津

集
落
」
世
界
遺
産
登
録
の
年
で
も
あ
る

の
で
強
く
要
望
す
る
。

　【天
草
夕
陽
八
景
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
夕
陽
八
景
は
未
整
備
の
上
、「
夕

陽
検
討
委
員
会
」
が
解
散
。
三
支
所
長

に
真
意
を
問
う
。

天
草
、
河
浦
、
牛
深
支
所
　
　
施
設
整

備
は
概
ね
完
了
し
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
民
間
主
導
が
最
善
と
思
う
。

浜
崎
　
あ
ま
り
に
も
感
覚
的
に
差
が
あ

り
過
ぎ
る
。
民
の
前
の
前
の
段
階
で
あ

る
。
八
景
の
不
備
点
指
摘
。
観
光
文
化

部
長
は
ど
う
思
う
か
。

観
光
文
化
部
長
　
指
摘
の
通
り
案
内
等

わ
か
り
に
く
い
の
で
、
案
内
看
板
の
設

置
や
追
加
標
示
、
板
面
改
修
等
を
実
施

す
る
。

市
長
　
検
討
委
員
会
が
解
散
さ
れ
て

も
、
浜
崎
議
員
の
言
う
通
り
不
足
し
て

い
る
も
の
は
当
然
や
る
べ
き
。
議
員
指

摘
の
不
備
は
直
接
、
観
光
振
興
課
で
や

る
の
は
当
然
。
今
後
私
も
現
場
を
み
て

や
る
べ
き
事
は
や
っ
て
い
く
。

【
天
草
・
八
代
架
橋
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
上
天
草
市
前
島
地
区
、
本
年
度

か
ら
５
カ
年
計
画
で
観
光
誘
客
１
０
０

万
人
を
目
指
す
観
光
複
合
施
設
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
大
矢
野
、
松
島
の
交
通
大

渋
滞
を
勘
案
し
天
草
・
八
代
架
橋
を
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
。

市
長
　
熊
本
県
の
取
組
み
も
不
可
避
で

あ
る
の
で
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
関
係
自
治
体
と
連
携
し
た
取
組

み
を
進
め
て
い
く
。

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
利
活
用
に
つ
い
て

旧
本
渡
・
五
和
ゴ
ル
フ
場
予
定
地
跡
利
用
計
画
に
つ
い
て

牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
に
つ
い
て
・
夕
陽
に
つ
い
て

天
草
〜
八
代
架
橋
に
つ
い
て

浜﨑昭臣
議員

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

古
賀
　
市
長
は
常
々
支
所
の
充
実
を
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
均
衡
あ
る

地
域
の
発
展
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
地

域
を
考
慮
し
た
職
員
の
採
用
を
考
え
て

は
ど
う
か
。ま
た
、来
年
度
か
ら
は
20
名

程
度
の
採
用
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、成
績

一
辺
倒
な
試
験
重
視
よ
り
地
元
高
校
か

ら
の
推
薦
枠
を
設
け
て
み
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
採
用
に
つ
い
て
は
公
平
性
を
重

視
し
て
い
る
。
地
域
性
に
重
き
を
置
く

こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
推
薦
枠
に
つ
い

て
も
全
て
一
般
職
と
い
う
訳
で
は
な
い

の
で
難
し
い
。

【
安
心
で
き
る
高
校
進
学
と
は
】

古
賀
　
県
教
委
が
進
め
る
高
校
再
編
に

よ
り
地
域
か
ら
高
校
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
通
学
が
困
難
な
家
庭
へ
の
支

援
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
私
の

持
論
で
あ
る
市
営
の
学
生
寮
の
建
設
に

つ
い
て
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。
天

草
市
は
看
護
学
校
を
持
っ
て
い
る
自
治

体
で
も
あ
る
の
で
、
地
元
高
校
に
看
護

科
を
併
設
し
て
本
渡
看
護
学
校
と
の
連

携
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ち
な
み

に
、
天
草
市
の
小
・
中
学
校
の
統
合
に

よ
り
１
６
０
名
ほ
ど
の
教
職
員
が
減
り

県
の
持
ち
出
し
の
人
件
費
は
年
間
10
億

円
ほ
ど
減
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
県

に
対
し
経
済
的
に
も
十
分
要
望
で
き
る

と
思
う
が
。

市
長
　
従
来
よ
り
市
営
の
学
生
寮
を
提

案
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

寮
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
県
に
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
。
通
学
支
援
等
に

つ
い
て
も
平
準
化
を
図
り
地
域
に
よ
っ
て

偏
り
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
が
地
域
に

も
た
ら
す
影
響
と
防
災
】

古
賀
　
以
前
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
や
防
災
の
面
で
の
Ｆ
Ｍ
局
の
必
要
性

を
訴
え
て
き
た
。
市
長
は
ど
う
思
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
天
草
市
に
お
い
て

は
隣
接
県
と
の
干
渉
に
よ
り
電
波
帯
の

空
き
（
潜
在
電
界
調
査
）
が
心
配
さ
れ

る
が
調
査
の
必
要
性
は
無
い
の
か
。

市
長
　
Ｆ
Ｍ
局
は
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
も
そ
の
力
を
十
分
発
揮
し
て
お

り
、
既
に
情
報
政
策
課
に
防
災
危
機
管

理
課
と
連
携
し
て
協
議
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
潜
在
電
界
調
査

に
つ
い
て
は
業
務
委
託
の
作
業
を
終
了

し
て
お
り
集
札
業
務
に
入
っ
て
い
る
。

古
賀

古
賀

古
賀

市
職
員
の
適
正
化
と
今
後
の
採
用
に
つ
い
て

古賀源一郎
議員

鎗光秀孝
議員

【
地
方
志
向
の
若
い
世
代
を
迎
え
入
れ

る
対
策
を
】

浜
崎
　
地
方
の
田
舎
暮
ら
し
に
魅
力
を

感
じ
る
若
い
世
代
が
増
え
て
い
る
。
田

舎
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
て
も
、
定
住
の

支
援
や
就
労
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、
な

か
な
か
実
現
し
な
い
。
天
草
市
独
自
の

定
住
支
援
策
を
求
め
る
。Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
若
者
に
は
、
多
種
多
様
の

職
種
経
験
を
持
っ
た
方
が
い
る
。
天
草

の
魅
力（
自
然・農
漁
業・伝
統
産
業・再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
々
）の
様
々
な
特

徴
を
生
か
し
て
い
け
る
就
労
支
援
策
を

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長
　
今
回
提
案
し
て
い
る
産
業

振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
を
活
用
す
る
支

援
を
考
え
て
い
る
。

【
川
内
原
発
が
天
草
市
に
あ
た
え
る
影

響
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
世
界
有
数
の
地
震
大
国
日
本
に

住
ん
で
い
る
。
御
岳
山
噴
火
、
桜
島
噴

火
、
阿
蘇
中
岳
噴
火
と
、
こ
の
頃
地
殻

変
動
が
相
次
い
で
い
る
。
川
内
原
発
か

ら
天
草
市
は
、
40
キ
ロ
圏
内
に
入
っ
て

い
る
。天
草
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、

大
規
模
災
害
の
目
安
と
な
る
活
断
層
の

調
査
等
は
、
ど
の
様
に
し
て
い
る
か
。

川
内
原
発
へ
の
再
稼
働
中
止
は
、
申
し

入
れ
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　「
川
内
原
子
力
発
電
所
に

係
る
熊
本
県
・
関
係
４
市
町
対
策
推
進

会
議
」
連
携
・
協
力
し
て
必
要
な
対
策

を
推
進
す
る
。

【
有
害
鳥
獣
被
害
・
漁
業
被
害
対
策
現

状
と
課
題
】

浜
崎
　
農
業
…
５
千
数
百
頭
の
イ
ノ
シ

シ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
鳥

獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
捕
獲
方
法

に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
よ
り
一
層
捕
獲
を
行
う
た
め

に
は
、
わ
な
の
数
が
不
足
し
て
い
る
。

新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
へ
の
、
は
こ
罠

の
貸
し
出
し
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

漁
業
…
棒
受
け
網
で
は
、
網
で
捕
獲
し

た
後
、
船
の
い
け
す
に
、
入
れ
る
ま
で

の
間
に
網
を
食
い
破
る
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。被
害
を
食
い
止
め
る
為
に「
伝

統
漁
法
の
再
開
」
と
「
捕
獲
さ
れ
た
フ

カ
」
の
利
用
促
進
の
為
、
資
金
援
助
対

策
な
ど
は
出
来
な
い
か
。

経
済
部
長
　
新
規
捕
獲
者
の
確
保
・
捕

獲
技
術
等
を
推
進
す
る
。
漁
協
等
が
行

う
な
ら
市
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
も
可
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市民生活常任委員会 〈１０月２９日～３１日〉　視察先：岐阜県飛騨市・美濃加茂市

〈１０月２０日～２２日〉　視察先：滋賀県東近江市・甲賀市〈10月２１日～２３日〉　視察先：静岡県富士市・愛知県岡崎市

【飛騨市　上下水道使用料等の統一について】
　飛騨市は、平成16年2月1日に古川町・河合村・
宮川村・神岡町の2町2村が合併し、平成23年4月か
ら「上下水道使用料の統一」が行われている。
　統一に係る基本的な考え方は、建設当時の経費は
旧町村ごとに異なっているが、同じ市内において水
道の使用料が異なっているのは望ましくないため、
今後の水道事業の経営等も考慮しながら、公平な負
担により公平なサービスが提供できるように統一を
行ったということであった。
　また、統一前の料金で2倍近くの格差があるため、
急激な負担増を緩和するために段階的に水道料を引
き上げる「激変緩和措置」を講じているとのことで
あった。

【美濃加茂市　緑ヶ丘グリーンセンター
（汚泥再生処理施設）について】

　可茂衛生施設利用組合は、美濃加茂市や可児市な
ど近隣2市7町村で構成されている。敷地面積は
26.135㎡で、平成16年3月に完成し、処理能力は1
日あたりし尿36kl、浄化槽汚泥64klの合計100klで、
本市が計画している92klと同規模の施設である。
　処理方式は標準脱窒素処理方式を採用しており、
汚泥の再資源化には内燃式炭化装置を導入し、炭化・
乾燥汚泥肥料を生成しているとのことであった。
　臭気対策としては、発生箇所から直接吸引し、成
分に応じた効率の良い方法での脱臭処理がなされて
おり、稼働して10年になる施設であるが、未だ臭
気に対する苦情等はなく、施設内外の管理状態や景
観もよく整備されていた。
　その他、周辺地
域 へ の 還 元 と し
て、運動広場等を
整備するなど、親
しみやすい施設に
なっている印象を
受けた。

【東近江市　ちょこっとバスについて】
　東近江市では、「公共交通空白地のないまち」「環
境にやさしいまち」「バス交通を活かすまち」以上
3点を実現するため、地域公共交通網の再編整備を
実施。料金を一乗車200円（乗継による追加料金は
不要）に統一すると共に、デマンドタクシーを導入。
また、市民自らのバスであるという「マイバス意識
の醸成」を図るべく、バスのデザイン統一化を図る
と共に、バスの愛称を「ちょこっとバス」、デマン
ドタクシーの愛称を「ちょこっとタクシー」に統一
し運行されていた。
　再編計画は３年ごとに見直し、今後も持続可能な
コミュニティバスの運行に向けて、路線、運賃改定
等の検討を行うと共に、乗車率向上に向け、停留所
付近の商店とのタイアップ（ポイントカードとの連
携）も進め、ち
ょこっと（手軽
に）利用できる
コミュニティバ
スの運用を模索
していきたいと
のことであった。

【甲賀市　市民協働提案制度・行政サービス制限条例について】
【市民協働提案制度】市民ニーズが多様化、複雑化
する今日、市民が持つ「知識」や「技術」などの活
用を積極的に図るべく「市と一緒に事業を進めたい」
という個人、団体から事業の提案（分野の制限なし）
を受け、市と提案者が協働し事業を進める制度。実
際に「市の花『ササユリ』の咲きほこる街づくり」
や「今郷歴史街道整備事業」などの提案（平成26
年度提案9件）があり、市が採択後予算が充てられ、
現在も市と共に事業が進められている。
【行政サービス制限条例】市税の滞納者に対して、
市が行っている数々の行政サービスを制限する条
例。制限対象は「補助金の給付等」「貸付、融資等」「競
争入札参加資格の付与等」など42の事業。制限を
かけた実績は４件。導入に至るまでは、「市民に脅
しをかける条例ではないのか」と議会からも追及を
受けたが、納税は国民の義務であるということ、ま
た、制限対象は「生活に著しく影響を及ぼす事業を
除く」としていることか
ら議会も承認。今後も滞
納の未然防止に向け、全
庁的な取り組みとして本
条例を活用していきたい
とのことであった。

教育厚生常任委員会 〈１０月２８日～３０日〉　視察先：和歌山県橋本市・紀の川市

【橋本市　認定こども園について】
　橋本市では、公立幼稚園において社会性を育む健
全な教育を行うための適正な集団の形成が確保でき
ない状況になりつつあり、また、多くの保育園・幼
稚園でも施設の老朽化に対応する必要もあることか
ら、次世代を担う子どもたちの健全な育成環境を整
備し、質の高い養育機会を提供するため、認定こど
も園を整備され、指定管理者制度を導入されていた。

【紀の川市　教育相談推進事業について】
　紀の川市では、教育相談事業として、3名の相談
員と県から派遣されているスクールソーシャルワー
カー 1名の4名で各中学校を拠点に活動されており、
中学校区の各小学校には月1回程度訪問し、対応し
ている。
　教育相談員の活動内容としては、児童生徒・保護
者・教職からの相談、家庭訪問、適応教室や児童相
談所等の関係機関との連携などを行っており、効果
としては、不登校傾向の児童生徒との相談室での対
応であったり、ひきこもりの児童生徒とのつながり
ができたり、気になる児童生徒・保護者を医療機関
や福祉機関につなぐ効果があるということであった。

建設経済常任委員会
【富士市　産業支援センターｆ- Bizについて】
　富士市では、既存の中小企業や起業・創業者が分
け隔てなく来訪できる相談業務に特化した機能を有
する拠点を整備するため、平成20年８月にセンタ
ー設立。また、創業間もない起業家を支援し未来の
産業活力の担い手の育成を図るために、同年８月に、
創業のワンストップセンターｆＢiz eggを開設した。
　相談業務は、相談者とのコミュニケーションを密
にとり、同じ目線に立った個別支援を実施し、「セ
ールスポイントの発見・活用」、「ターゲットの絞り
込み」、「他企業との連携」をサポートの視点とし、
頻繁に相談者と話し合うことで、具体的なアドバイ
スを提示しているとのことであった。

　【岡崎市　ビジネスサポートセンター　
OKA-Bizについて】　

　岡崎市では、小規模事業者の支援を考える中、富
士市産業支援センターｆ- Bizをモデルとして岡崎ビ
ジネスサポートセンターＯＫＡ-Bizの設立に至った。
　センターの概要として、運営を市と商工会議所で
行い、相談の支援体制は、市及び商工会議所派遣ビ
ジネスコーディネーター等と商工会議所派遣ビジネ
スコーディネーターが交替で、常時２名体制で実施。
また、５月から岡崎市・岡崎商工会議所・岡崎信用
金庫の３者連携が実現し、この連携により週２回、
岡崎信用金庫の職員が相談員として常駐していると
のことであった。

行 政 視 察 報 告
総務政策常任委員会

ひがしおうみふ　じ おかざき

ひ　だはしもと き かわ み　の　か　も

こうか
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福岡県嘉麻市　タブレット端末導入について
平成26年11月５日

▲担当者の説明を聞く委員

か 　 ま

　臭気については、し尿等を搬入する受入室に前室を設け、さらに施設内を負圧して臭気が外にでな
いように対策が講じられていた。また、集中監視システムにて自動制御され、効率的な管理がなされ
た施設であった。延命化対策を計画的に行うことが今後の課題とのことであった。

　本委員会（濱洲大心委員長ほか７人）では、本市が新たに建設を予定している汚泥再生処理施設と
同規模の施設を有する西海市において、建設後の維持・管理コストや臭気対策等について調査した。

　本委員会（池田裕之委員長ほか４人）
では、導入を検討しているタブレット端
末について、先進地である嘉麻市議会
の運用状況や活用範囲等を調査した。

　同市議会は、本会議などで配布している議案
や参考資料などをデータ化し配布することによ
り、ペーパーレス化と事務の効率化を図るため、
平成26年９月定例会からタブレット67台を導
入。タブレットは、議員、幹部職員、議会事務
局などに貸与され、今年度中はペーパー資料と
タブレットを並行運用し、平成27年度から本
格的に運用を開始予定としている。

議会改革調査特別委員会の視察報告

　導入効果として、紙で資料を配布することが
なくなるため、紙の量を減らすことや配布の手
間（郵送代）が不要になることでコストダウン
が見込まれることに加え、資料の更新、差し替
えが瞬時に行えるなどメリットも大きい。また、
議員同士の連絡、議会事務局や行政からの連絡
が効率的に行えるなどの効果が期待できるとの
ことであった。
　導入経費として、
通信費やクラウド使
用料が必要になると
のことであった。

廃棄物処理施設建設に関する特別委員会の視察報告

嘉麻市は、福岡県のほぼ中央に位置し、平
成18年３月に１市３町（山田市・碓井
町・稲築町・嘉穂町）が合併して誕生。
人口は約４万1,000人。議員定数は22人。

長崎県西海市　汚泥再生処理センターについて
平成26年11月７日

さいかい

西海市は、平成19年４月に５町（西彼
町・西海町・大島町・崎戸町・大瀬戸町）
が合併して誕生。
人口は約３万人。議員定数は20人。

●施設概要
全体事業費
年間の維持管理コスト
処理方式

面　　積

22億6,800万円
6,350万円（平成25年度）
水処理（高負荷脱窒素処理方式＋高度処理）で、高
度処理した水は海へ放流。水の他に発生する汚泥
物は脱水乾燥し資源化（助燃剤及び炭化物資源化）
敷地面積：8,573㎡　
建築面積：1,579㎡
延床面積：2,734㎡
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〔前列左から〕
委員長  濱洲大心・副委員長  益田政昭

〔後列左から〕
委員 平山泰司・船辺　修・蓮池良正・
　　　宮下幸一郎・中尾友二・柴田　誠

天草市議会広報広聴委員会

平成26年第６回定例会会期日程
12月２日　本会議／開会、市長提出議案の上程及び説明
12月５日　本会議／市長提出議案の質疑及び委員会付託
12月10日　本会議／一般質問
12月11日　本会議／一般質問
12月12日　本会議／一般質問
12月15日　市民生活委員会・建設経済委員会
12月16日　総務政策委員会・教育厚生委員会
12月19日　本会議／委員長報告・質疑・討論・採決、閉会

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

天草市女性消防隊
（1月18日　消防出初式にて）
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